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研究成果の概要（和文）：　本研究では，近年日本の地理学において議論が始まっているクリテイカルGISの動きの中
でも，特に日本で発生した東日本大震災を契機として活動が顕在化した，一般市民によるカウンターマッピングに着目
した研究を行った．
　具体的には，カウンターマッピングの状況についての国内外の事例やその理論的な位置づけについて整理するととも
に，東日本大震災によって始まったカウンターマッピングについていくつかの事例地域を取り上げ，その活動の詳細や
データの収集方法，地図の作成・公開方法，さらに政治的なアクセスがどのように行われたのかを明らかにした．これ
らから，社会の中でのGISの受容，今後の可能性や限界について明らかにした．

研究成果の概要（英文）：The study is about the counter-mapping related greateast japan earthquake from 
geographic viewpoint. Such counter-mapping activities has been apparent in the situation after the 
disaster because there were no detailed disaster information and the doubt about the information from the 
authorities.
We investigated some examples of counter-mapping and discussed the counter-mapping related greateast 
japan earthquake from the aspect of the activity itself, data collecting methods, dharing method of maps, 
and accessibility to the political channels. We analyzed the possibilities and limits of the GIS in 
Japanese society.

研究分野：地理学
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ピング
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１．研究開始当初の背景 
 近年，「クリティカル GIS (Critical GIS)」
（Schuurman 1999）と呼ばれる動向が日本
でも紹介されるようになり（若林・西村 
2010），またクリティカル GISの一部をなす
参加型 GIS を用いた活動などが日本でも盛
んになってきている．特に，途上国・農村地
域を中心に人々の土着・ローカルな知識など
を住民自身が日常生活の中でデータ化・可視
化することで，従来型の開発に対抗するよう
なマッピングを行うことは「カウンターマッ
ピング(counter-mapping：対抗的マッピン
グ)」と呼ばれている（Sieber, 2006）が，こ
うしたカウンターマッピングの実践的な取
り組みが，日本でも東日本大震災を契機にみ
られるようになってきている． 
 従来地理情報は，そのデータの収集や地図
化，分析に高価なハードウェアやソフトウェ
アが必要であったことから，GISデータを取
り扱う研究者やコンサル業者・行政などに所
属する専門家が取り扱うものとされてきた．
しかし，近年，FOSS4G（Free and Open 
Source Software for Geospatial）と呼ばれる
オープン・自由に利用可能な GISソフトウェ
アの開発が著しく進展するとともに，Google 
Maps／Earthなどの web APIを用いた地理
情報の表示や簡単な分析が可能になったこ
とで，低価格かつ自由にデータ収集・地図
化・分析が可能な技術の開発が進んでいる．
また，スマートフォンや Twitterなどの SNS 
（ソーシャルネットワークサービス）の普及
などによって，位置情報やそれに付随したさ
まざまな地物の属性情報や画像などを統合
的に記録し，保存・公開可能な仕組みが整い
つつある．すなわち，地理情報はもはや専門
家だけのものではなくなり，「ネオジオグラ
ファー」（Turner 2006，瀬戸 2010）と呼ば
れる趣味的な活動や個人の日常生活に関わ
る地理情報を知るために一般市民のものと
なりつつあるのである． 
 このような地理情報は，特に Web 上でつ
くられ，蓄積されており，一般に公開可能な
状態に置かれていることが多い．Google 
Maps/Earthや OpenStreetMapなどの web
共有型のボランティアによって作成される
地理的データは，｢ボランタリーな地理情報｣
（Volunteered Geographic Information：
VGI）と呼ばれている（Goodchild（2007），
瀬戸 2010）．こうした活動は例えば，オープ
ンストリートマップファウンデーションジ
ャパン（osmfj）といった財団組織の設立に
みられるように近年日本でも活発化しつつ
ある．また，このような自由に利用可能な地
図をベースマップとして，東日本大震災にお
いて発生した福島原発事故に関わり，福島県
において，独自に放射線線量を測定し，マッ
ピングする活動が行われている．東日本大震
災では，このような市民によるボトムアップ
型の地図作成や分析が行われる一方で，大学
や政府が主導した GIS を利用した災害地図

作成プロジェクト（東北地方太平洋沖地震緊
急地図作成チーム (Emergency Mapping 
Team: EMT)）や地方行政による地図作成や
提供が行われるなど，GISで作成された地図
を巡ってその正統性や政治性が複雑にせめ
ぎ合いあう状況がみられる． 
 
２．研究の目的 
以上の議論を踏まえ，本研究では，日本で発
生した東日本大震災に関わって，その活動が
活発化している一般市民による「カウンター
マッピング（対抗的マッピング）」を取り上
げる．具体的には，カウンターマッピングの
状況についての国内外の事例やその理論的
な位置づけについて整理する．さらには，東
日本大震災を契機に始まったカウンターマ
ッピングについていくつかの事例地域を取
り上げ，その活動の詳細やデータの収集方法，
地図の作成・公開方法，さらにどのような政
治的なアクセスを行ったのかについて把握
する．これらの事例を元に，GISが現実社会
の中でどのように受容されているのか，また
その方向性・可能性やその限界について明ら
かにする． 
３．研究の方法 
 以上の研究を行うために，以下の３つのフ
ェイズに分類して研究を進める． 
（１）カウンターマッピングに関する事例と
理論的位置づけに関する研究 
 参加型 GIS においても，カウンターマッピ
ングとは，現況の地域計画や都市計画，既存
の開発モデルに対抗するような批判的なア
プローチに基づく地元住民による多様な地
図作成と，政治的アプローチを含む概念であ
ると考えられる．特に海外でのさまざまなカ
ウンターマッピングに関する事例を収集す
るとともに，それらの理論的な位置づけやス
タンスの差異などに関する分類を行うこと
で，参加型 GIS におけるカウンターマッピン
グの意義，クリティカル GIS における理論的
な位置づけなどの整理を行う． 
（２）東日本大震災におけるカウンターマッ
ピング 
 東日本大震災を通じて広まりつつあるカ
ウンターマッピング活動について，日本にお
けるいくつかの事例を収集するとともに，そ
の実態に関して，インタビュー調査・メール
やソーシャルメディアなどを用いた調査，現
地調査などを行う．  
（３）カウンターマッピングの意味に関する
考察 
 カウンターマッピングは，トップダウン型
の地図に対抗して，個々人の生活空間を基礎
としたボトムアップ型の情報を収集し，分析
するという特徴を持つ．公開された地図のス
ケールや，描かれた地物，データの解像度，
それらの表象の方法などの面からカウンタ
ーマッピングの特質について議論を行う．ま
た，こういったカウンターマッピングがどの
ような政治参加の形を現実にもたらしてい



るのかについて，考察を行う 

 
４．研究成果 
 参加型ＧＩＳに関する研究については，若
林・西村（2010）など近年日本でもその研究
が進展しつつあるが，これまでは特にカウン
ターマッピングを中心に据えた研究は，カウ
ンターマッピングと見なすことのできる研
究事例が日本で明確でなかったことなどか
ら，行われてこなかった．巨大災害の発生に
よって，日本におけるカウンターマッピング
の動きが明瞭になった事例を詳細に調査す
ることによって，海外のカウンターマッピン
グの事例と比較する際に有用な視座を与え
ることができた． 
 カウンターマッピングは，ボトムアップ型
の活動であり，マッピングを行う主体は，ロ
ーカルな環境や個人が置かれた状況に依存
する可能性の高い活動である．そういった意
味では申請者がこれまで取り組んできたロ
ーカルかつミクロな生活空間・時間の問題に
も密接に関連しており，またこれまでに取り
組んできたジェンダーと空間の関係とも関
わっている．従来申請者が行ってきたフェミ
ニスト地理学や時間地理学に基づく研究の
蓄積を生かして，ジェンダーや職業，個人の
行動の多様性と，ＧＩＳを利用したカウンタ
ーマッピングがいかにして関連しているの
かを明らかにし，「ＧＩＳと社会」の関する
研究に新たな視点を与えることが可能とな
った． 
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